
青雲寮のウイルス感染症対策について 

青雲寮では生徒が安心して寮生活が送れるように以下のような対策を実施しています。 

 

◎寮内でのウイルス感染症対策                    ◎食堂でのウイルス感染症対策（写真Ａ） 

１．毎朝、検温をすること。(農林ブックへの記入)            １．手洗い・手指消毒。 

２．こまめな換気。                          ２．出来る限りマスク着用。 

３．手洗い・うがい・手指アルコール消毒の徹底。            ３．食事中大声での会話禁止（黙食の励行）。 

４．集団の場ではマスク着用。                                            食堂は、常時換気扇（業務用）が稼働して 

５．共用設備などの定期的な消毒。                                      います。 

朝・夕食後、ティッシュに消毒液を噴霧したものを持参し、 

各舎室のドアノブ・各スイッチ類・窓カギ・その他を                    ◎風呂でのウイルス感染症対策（写真Ｂ） 

消毒する。                                                        １．分散入浴(時間内３～４名程度)。 

６．ゴミ処理の徹底。                                                ２．入浴中は会話を避ける。 

７．食事は黙食。                                                    ３．それぞれの距離を取る。 

４．脱衣室でも接近しない。 

５．扇風機・換気扇使用。 

 

◎宿泊棟でのウイルス感染症対策（写真Ｃ） 

１．入寮中は、換気に努める。 

２．舎室内に除菌ジェルを設置。 

３．就寝時以外は、できるだけマスクを着用。 

 

玄関                 食堂入り口（写真Ａ）         食堂手指消毒場（写真Ａ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

食堂内掲示物（写真Ａ）        風呂入り口（写真Ｂ）         各手洗い場（写真Ｃ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各舎室机上（写真Ｃ）         舎室内（写真Ｃ） 

 


